
　新型コロナウイルスにより大型催事
やイベントの中止が相次ぎ経済活動
が止まった。4月までならばなんとかと
願うものの、オリンピックが開催できな
いほどの長期化となれば、体力のある
小売店やメーカー、卸しか残れない最
悪のシナリオが見え隠れし始めた。
　緊急事態宣言が出されそうなほどの
困難な状況であるが、ただ自粛してい
ても何も始まらない。困難に立ち向かう
ために、我々が今できることは何か、そ
して宝飾業界が今後健全に発展して
いくために必要なことはどんなことなの
かを考えるために、3月11日、ビジュピ
コグループ社長の石部高史氏と、㈱丸
善社長の井本雅仁氏、㈱ジュホウ社長
の木村亮治氏の3氏が、木村氏の東京
のオフィスに集まった。3人の会話を元
に、宝飾業界の健全な発展のために課
題を抽出し、魅力ある日本のジュエリー
を国内外に広めていくために業界全体

で共有する第
一歩としたい。

仕入れを起こ
さない小売店

　これまでも見
て見ぬふりを
繰り返してきた
ことだが、今回
の催事の中止

によって明白となったのは、店頭販売
を蔑ろにし、催事に頼りすぎた商売の
あり方だろう。
　小売店は“店頭に商品があることの
幸せ”を忘れ、メーカーなどに催事応
援を頼むほか、お客からの引き合いが
あれば電話一本で簡単に商品の委託
を受ける。貸すメーカーにも責任はあ
るが、軽卒な扱いによってメーカーの
本来の仕事であるモノ作りに負担をか
けていることにすら気づいていないの
が問題である。様々な事情があるにせ
よ「仕入れ」を行わずに「委託」ばかりと
なっている点が、全ての問題を大きくし
ていると言える。
　素人でも分かるように、自分で仕入
れたものは一生懸命に売ることができ
るが、「委託」では消費者に心が伝わら
ないということ。この一つだけ見ても、リ
ピーターの減少や催事・店頭のマンネ
リを引き起こす大きな要因と言える。そ

のために新し
いターゲット
へのアプロー
チの機 会を
失ったり、新し
い商品の販売
チャンスを逃

してきているのだ。悪循環からの脱却
には「仕入れ」に取り組むことが必要で
ある。

割引ありきの二重価格

　そのようにチャンスを逃し続けた結
果、参考にならない「参考上代」が存在
し続けた。割引ありきでの参考上代は
市場価格の10倍程の値付けまで存在
する。もちろんそこには付加価値は存
在しない。既に今の消費者は「展示会
は値段が高い」ということを知ってい
る。では何故それなのに売れているか
といえば、その多くの購買者の年齢が
高いということを想像するのは容易い。
このことからも、10年以上前からアプ
ローチして来なければならなかったア
ラフィフへの取り組みが弱く、同時に
ジュエリーを身に着ける文化や価値の
伝達行為も失ったということである。値
段に関してもうひとつの問題は、小売
店に担当バイヤーがいないということ。
今のスタッフは正規の値段を知らず、
二重価格となっている問題も起こって
いる。
　メーカーからすれば、適正な価格に
よる販売を行っていきたいと思うが、催
事での販売が主力となれば、小回りの
利く小さな会社との競争によって価格
競争をさせられてしまうという。もうこ
れは自社努力だけでの解決は難しく、
業界全体で取り組まなければ、健全な
発展はないということを共通認識して
いかなければならないはずだ。

個人による高い意識

　今回集まった3人は現場の最前線で

知名度の高い、業界のキーパーソンで
あり、コンサルタントの類いではない。
20年前の業界では、ご意見番のような
リーダーが、社会と共に成長する宝飾
業界の道標となって、すべての業界人
達が成功を目指す風潮があった。しか
し、社会構造の変化は強いものだけを
生き残らせる時代を創出し、さらなる淘
汰を促しているように思う。
　石部氏、井本氏、木村氏はそれぞれ
立場や企業規模はまったく違うが、共
通して感じるのは、様々なリスクに対し
果敢に挑戦していることである。石部氏
と木村氏は新たな市場を追い求め、井
本氏はデザイン力のさらなる進化を追
い求めている。それぞれに多くのリスク
が存在するが、それぞれの責任を背負
いながら、こんな時代であっても全力で
前進している。
　「委託」と「リスク」は容易に解釈でき
る対義語であるが、3氏はその例えを
使って、業界全体に対して挑戦をすべ
きだと語ったように感じた。
　企業や会社に頼らず、個々人が高い
意識を持つ必要がある。この状況に陥
らずとも、業界は淘汰されると言われて
きた。この急速な衰退によって破綻す
る可能性は高まったが、すべきことやで
きることはまだあるはずだ。
　日本の職人技術の高さを活かし、日
本独特のデザインや背景を世界へ販
売していくためには、不毛な価格競争
は是正し、良いものづくりを業界内に浸
透させていかなければ、日本国内です
ら日本のジュエリーの良さを伝えること
は難しい。一人ひとりの次の時代を生
きるという強い意志による不毛な争い
からの脱却に向けた一歩を踏み出した
い。
　今後、新型コロナウイルスの影響が
収束すれば、また大型展示会が数多く
開催されることとなるだろうが、少しで
も今より価値ある展示会として復活し、
ひとりでも新しい顧客を掴むために、仲
間と一緒にこれからについて議論して
おくことをお勧めする。
［関連記事:2面に掲載］

　5月に開催予
定の「バーゼル
ワールド2020」
が、来年の1月
28日～2月2日
開催に延期する
ことが2月28日
付で決定し、発
表した。
　延期について
関係者は、新型
コロナウイルス
の影響で開催は
難しかった。しか
し1月に延期で
きたことで1年を
失うことを回避

できると同時に、新製品、トレンド、受注
などを年初めとしてリセットできるタイミ
ングを得られた。バーゼルワールドとし
ても、新しいフォーマットやソリューショ
ンの開発、新しいコンセプトの改善を継
続することができるとしている。
　困難の多い激動の時代においても
「バーゼルワールド」は、世界最大の時
計と宝飾の見本市としてだけではなく、
業界最大のグローバル・コミュニティ・
プラットフォームとしてブランドニーズ
に応えるべく一年中活動を続けるため
に、数週間後には全体のコミュニティ
に有用な新しいデジタルサービスの提
供を始めるとしており、延期という局面
を最善策で乗り切ろうとの動きが始
まっている。

　10月14日～16日の3日間、東京ビッ
グサイト青海展示場で開催される、生
まれ変わった「ジャパンジュエリーフェ
ア」（JJF）への出展の締め切りが迫っ
ている。
　JJFは、世界最大のジュエリーフェア
「9月香港ジュエリー&ジェムフェア」を
主催するUBM社（Informa Markets）
と、日本ジュエリー協会とのパートナー
シップのもと開催される宝飾品専門の
国際トレードショー。
　出展メリットは、年末年始に向けた
“新作発表の提案”と“売れる商材販
売”の場、業界全体を巻き込んだ一大
イベント、世界が注目するジャパンクオ
リティ製品を効果的にPRできる国内
唯一の展示会、日本と世界を結ぶ国際
ジュエリーショー、異業種とのコラボ
レーション企画と連動したPR活動で
新たな顧客を
開拓など。
　また、出展社
だけが活用で
きる特別な「国

内・海外有
力バイヤー
紹介キャン
ペーン」を実
施している。

大きな取引がある国内・海外の有力バ
イヤーを紹介すれば、UBMが宿泊費
の一部を負担するほか、招待の連絡等
も行うとのこと。

　出展締切は3月末。出展社数は450
社を予定し、来場者数は1万5000人
を見込んでいる。
　問合せ＝JJF運営事務局／UBM
ジャパン㈱：Tel.03-5296-1020
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生まれ変わった10月のJJF
出展社限定の特別キャンペーン
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困難に立ち向かうために改めて課題を抽出
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